
令和元年度総会を開催令和元年度総会を開催
　令和元年度宇治市国際親善協会総会を５月 18 日（土）に宇治市生涯学習センターにおいて開催しました。
　総会では平成 30 年度事業報告・決算が承認、令和元年度事業計画・予算が決定されました。また、令和元年・
２年度の理事及び監事が承認され、その後の理事会にて理事の中から会長、副会長が選出されました。
　平成 30 年度事業報告・決算及び令和元年度事業計画・予算並びに新役員の皆様を紙面にてお知らせします。

令和元年度総会を開催

役職名 氏　　名 選出団体等（※は運営委員）
名誉会長 山　本　　　正 宇治市長
名誉副会長 真　田　敦　史 宇治市議会議長
名誉会員 上　林　春　松
会　長 久保田　　　勇 個　人　　　　　　　　　　　　　　　※
副会長 今　川　　　博 個　人　　　　　　　　　　　　　　　※
副会長 小永井　　宏子 個　人　　　　　　　　　　　　　　　※
副会長 矢野　　友次郎 宇治市日本中国友好協会　　　　　　　※
副会長 城　島　健　治 個　人
理　事 山　仲　修　矢 宇治商工会議所
理　事 大　井　　　一 宇治青年会議所
理　事 吉　田　實　子 宇治市社会福祉協議会
理　事 永　谷　廣　章 宇治ロータリークラブ　　　　　　　　※
理　事 北　村　壽　宏 宇治ライオンズクラブ
理　事 山　田　敏　信 宇治市スポーツ協会　　　　　　　　　※
理　事 西　山　正　一 宇治市体育振興会連合会
理　事 大　川　仁　一 宇治市消防団
理　事 金　丸　公　一 宇治市観光協会
理　事 中　林　和　夫 京都やましろ農協中宇治支店
理　事 辻　　　四一郎 宇治市茶生産組合
理　事 永　谷　房　園 宇治市茶道連盟
理　事 西　澤　悦　子 朋友館運営委員会
理　事 伊勢村　紀久子 宇治国際交流クラブ　　　　　　　　　※
理　事 玉　井　康　義 宇治建設業協会
理　事 井　内　　　実 宇治市造園協会
理　事 辻　　　　　久 個　人　　　　　　　　　　　　　　　※
理　事 奥　村　幸　子 個　人　　　　　　　　　　　　　　　※
理　事 川　野　　　智 個　人　　　　　　　　　　　　　　　※
理　事 永　田　和　彦 個　人　　　　　　　　　　　　　　　※
理　事 竹　村　章　治 個　人　　　　　　　　　　　　　　　※
理　事 永　谷　和　子 個　人
監　事 服　部　広　志 京都銀行宇治支店
監　事 小　山　茂　樹 個　人
事務局長 松　本　　　恵 秘書広報課副課長
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【事業計画】
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　今年も TRU の学生11名が、トム先生と奥さまのヘ
レンさん、建築が専門のデイル先生の引率のもと宇治
にやってきました。先生によると５月９日にカムルー
プスを離れて、集合場所の成田に全員集合、スタディ・
ツアーがスタートしたようです。
　これまでのフィールドワークと少し違うところは、
今回の11名の学生のうち、トム先生の地理学専攻の学
生は、たった一人だったそうです。先生によると、そ
の他の学生は、どちらかというと日本や日本文化に興
味がある学生がほとんどで、東京にいる間は姉妹交流
をしている文京学院大学の学生の案内で、秋葉原や、

漫画文化のディープな場所を訪れ、既にスーツケースをパンパンにしている女子学生がいたようです。日本語・日
本文化が専門のキャラ先生の生徒たちも混じっていたようでした。ですから日本語が堪能な学生もいたと思います。
　しかし学生を教育することに熱心なトム先生は、宇治に来る前に静岡県の掛川市に立ち寄り、お茶の文化や地理
を生徒に学習させて来られ、ＪＲ宇治駅には約束通り17時半に到着されました。翌日は、朝から宇治市長を表敬訪問、
そのあと、約２時間宇治市の都市計画、茶産業、文化的景観などについて、市の職員から講義をしてもらい、本来
の地理学のスタディ・ツアーとなったようでした。午後からは、平等院の見学、文化的景観たっぷりの宇治の町を
地理学的に散策されました。
　夜は宇治市生涯学習センターの調理室で、宇治市国際親善協会と宇治国際交流クラブの共催でおにぎりパーティ
が開催され、親善協会の副会長でありクラブ会員でもある小永井宏子さんの挨拶でスタート、皆でわいわいお喋
りをしながら、各自が握った🍙といなり寿司を味わいながら交流を深めました。パーティがお開きになる直前に、
文教大学からも授業を終えた学生たちが駆け付け、若者同
士の文化交流もあり、パーティはクライマックスを迎えま
した。
　２泊３日の宿泊でしたが、中一日だけの活動日で、18日の
朝早く青森の弘前市へと旅立って行かれました。
　来年の 5 月には、キャラ先生が、日本や日本の文化が
大好きな学生たちを連れて来られるでしょう！！私たちも
年々エネルギーが少なくなってきていますが、彼らの期待
に応えることができるように、若者の文化に関心を持ちつ
つ、彼らを歓迎したいと思います。　　　　　　（Ｉ . Ｋ .）
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雑観雑感 　日本を訪れる外国人の旅行者数は年々
増加しており、2018年に3,000万人を突
破し、過去最高となりました。宇治市に

も500万人を超える方々が訪れています。日本への関心の高まり
や、今年の９月に開催されるラグビーワールドカップ、来年の東
京オリンピック・パラリンピック等の大きなイベントを控え、今
後日本を訪れる外国人のさらなる増加が予想されます。
　そして、在留外国人も260万人を超え、日本に住む50人に１人
が外国人という状況です。今年の４月からは外国人労働者の受け
入れを拡大する新たな制度が始まるなど、私たちを取り巻く環境
はますます国際化が進み、多様な国籍・文化の人が地域にいるの
が当たり前になりつつあります。
　一方、技術の進歩に伴い、外国語が話せなくても、スマートフォ
ンの翻訳アプリを使えば同時通訳も可能になっています。宇治市
役所の窓口でも６月よりタブレット端末を活用し、多言語対応が
できるようになりました。しかし、言語はあくまで手段であり、
コミュニケーションにおいて大切なのは、言葉の違いだけでなく、
互いの生活習慣や文化の違いを認めあい、気持ちを伝える努力を
することではないかと思います。
　国際親善協会におかれては、今年度も市民を対象とした語学講
座や日本語を教えるボランティア養成講座の開催、ヌワラエリヤ
市への市民訪問団の派遣等、多彩な事業を予定されていますが、
これらの事業が市民の異文化への関心や理解を深め、多文化共生
の地域づくりのきっかけとなればと期待しております。　（M.M）

　①楽しいこども英会話（小学校1年生～2年生対象）
　②楽しいこども英会話（小学校3年生～4年生対象）
　③楽しいこども英会話（小学校5年生～6年生対象）
　④初歩のスペイン語

と　き：８月21日（水）から10月16日（水）までの９月11日を除く
　　　　毎週水曜日　全８回
　　　　①午後6時00分～6時45分　②午後6時45分～7時30分
　　　　③午後7時30分～8時15分　④午後7時00分～8時30分
ところ：生涯学習センター
対　象：市内在住・在勤・在学または宇治市国際親善協会会員で
　　　　全回受講できる人（①②③は保護者による送迎が必要）
定　員：①②③先着 10 名、④先着 15 名
費　用：受講料　①②③協会会員（保護者が会員）： 3,000 円
　　　　　　　　　　　会員外： 5,000 円
　　　　　　　　　　④協会会員： 5,000 円
　　　　　　　　　　　会員外： 7,000 円
　　　　初回受講時に徴収。いずれも教材費等別。
申し込み：7 月 22 日（月）から宇治市国際親善協会事務局
　　　　　（秘書広報課秘書係内）へ。
問い合せ：宇治市国際親善協会事務局（秘書広報課秘書係内）
　　　　　TEL 20-8701

語 学 講 座

　令和元年度宇治市国際親善協会総会を５月18日（土）に宇治市
生涯学習センターにて開催しました。総会では、平成30年度事
業報告・決算が承認され、令和元年度事業計画・予算が議決さ
れました。
　総会に先立ち、国際交流講演会『滞日ペルー人の日本での生
活と文化交流』が、エレラ・ルイスさんと、田中啓司さんのお
二人の講師のもと開催されました。
　講演はお二人が交替でお話を進められました。日本では世界
遺産のマチュピチュが訪れたい場所のトップであるものの、まだよく知られていないことがたくさんあるので、もっ
とペルーを知ってもらえればとお話を始められました。エレラさんは13年前より日本に滞在されており、現在はご
家族５人で過ごされています。観光ガイドとして全国を廻られており、宇治市では『マリネラ（ペルーの民族舞踊）
国際大会』を宇治市文化センターで開催されるなど活躍されています。田中さんはボランティアとして、これまで
にエレラさんが日本滞在中に起こった様々な問題を一緒に解決されてきました。講演では手作りのペルーのお菓子
がふるまわれ、エレラさんの娘さんも同席され、家族を大切にするペルーの雰囲気が伝わってきました。
　田中さんからは、20世紀初頭に日本のペルーへの移民政策が行われて以来の日本とペルーの関わりについてお話
がありました。当時の移民の苦労を推し量ることができました。また、ペルー社会に貢献した日本人として、実業
家の天野芳太郎氏や初代マチュピチュの村長の野内与吉氏などの紹介がありました。
　エレラさんからは、日本に来られてからのご自身のお話や、ペルー共和国の紹介がありました。ペルーには山岳、
海岸、ジャングル地帯の３つの自然環境があり、24の県に分かれています。田中さんがエレラさんのご実家を訪ね
られた時の首都のリマ市やナスカ市の地上絵やクスコ市の様子の貴重な写真を、現地ならではのエピソードを交え
て見せていただき、参加者のみなさんは熱心に聞き入っていました。
　日本で苦労されたエレラさんとそれを献身的に支援された田中さん。これからますます多くの外国人労働者を受
け入れる私達日本の社会にとって、異文化を持つ外国人とのかかわり方として大変参考になるお話でした。（Y・A）

国 際 交 流 講 演 会
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